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は じ め に 
 

登録ランドスケープアーキテクト（Registered Landscape Architect、以下「ＲＬＡ」という。）資格

認定試験は、現在及び将来の人々の安全、環境、健康、文化、福祉に対する責任を自覚し、地

球環境時代における美しい都市・地域づくりを担うランドスケープアーキテクチュア業務を遂行

するに必要な一定水準の知識、技術、能力を持つ技術者個人を認定するものです。 

この資格制度は、我が国の社会経済情勢に対応し、国際的技術水準に即して、ランドスケー

プアーキテクチュア業務を円滑かつ的確に遂行すること、業務成果の技術水準を高めること、及

びランドスケープアーキテクトの社会的地位向上を図ることを目的としてします。また、一般社団

法人ランドスケープコンサルタンツ協会内に設置された「ＲＬＡ資格制度総合管理委員会」の元

に実施するものです。 

ＲＬＡ資格認定試験に合格し、所定の登録手続きを完了することにより、ＲＬＡ登録証が交付さ

れ、「ＲＬＡ」の称号を称することができます。 

また本資格は、２０１６年 2 月に国土交通省による「登録技術者資格」として認定され、都市公

園等の調査・計画・設計業務における「管理技術者」「照査技術者」となることができます。 
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１．ＲＬＡ資格取得までの流れ 

（１）試験のスケジュール 

資格を取得するまでの流れは、「受験申込」、「受験」、「合格」、「登録」により、資格保持者

となることができます。 
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(２) 試験の内容等 

試験は以下の内容の、一次試験と二次試験により実施します。 

① 一次試験は択一問題で、ランドスケープアーキテクトとして実務を遂行するために必要

な専門知識及び建設一般知識に関する内容が出題されます。 

② 二次試験は実技問題で、ランドスケープアーキテクトとして実務を遂行するために必要

な技術・能力を、計画図、設計図等の作成により判定する内容となります。 

 

試験科目ごとの出題範囲と出題数、試験時間は以下のとおりです。 

〇 一次試験（その１）80 問／80 分・・・（基本的知識） 
ランドスケープアーキテクトの役割、都市公園法等の関連法・制度、ランドスケ

ープデザイン、自然、歴史・文化・今日的課題、に関する知識を問う問題 
〇 一次試験（その２）80 問／80 分・・・（設計知識） 

植物材料、植栽基盤、植栽設計、植栽施工と管理、施設材料、施設設計、施設施

工と維持管理、敷地造成、雨水排水、に関する知識を問う問題 
〇 二次試験（その１）2 問／130 分・・・（計画実技） 

No.1 土地利用ダイアグラムに関する問題 

No.2 敷地計画に関する問題 
〇 二次試験（その２）3 問／195 分・・・（設計実技） 

No.3 割付・造成・排水計画に関する問題 

No.4 植栽計画・設計に関する問題 

No.5 詳細図作成に関する問題 
 

注1 二次試験の「出題のテーマ」を、８月上旬にホームページにて公表いたします。 

 
（３） 試験の方法 

一次試験は、全国にあるテストセンターに備えられたコンピューターで解答するCBT試験

（Computer Based Testing）で行います。 

受験者は９月７日（土）～９月21日（土）の間の、希望する受験日時と試験会場（テストセンタ

ー）を予約して、受験することとなります。 

二次試験は、実技試験で作図を行います。北海道・東京・大阪・福岡のいずれかの会場を選

択し、９月２２日（日）に試験が行われます。 

 

（４） 受験申込の手順 

ＲＬＡの受験は、以下の手順で受験してください。 

① CLAのホームページにある「ＲＬＡ資格認定試験受験申込画面」より受験申込を行いま

す。 

② 受験申込が完了した方には、CLAから「受験申込完了」メールが届きます。なお、一次試

験を受験される方には、７月末を予定に、CBT試験管理会社（㈱シー・ビー・ティー・ソリュー
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ションズ）から「予約案内」メールが届きます。メールの受信を確認できるように、注意してく

ださい。ドメインの拒否を設定している方は、解除が必要です。（ドメイン「＠rlalic.com」「＠ｃ

ｂｔ-ｓ.com」） 

③ 一次試験を受験される方は、CBT試験管理会社のホームページにて、CBT試験の受験日

時と受験場所（テストセンター）の予約を行います。 

④ 予約した日時と場所で、一次試験を受験します。 

⑤ 二次試験は、受験票に記載された受験場所で、受験します。 

 

注1 一次試験ならびに二次試験の（その１）（その２）の試験科目について、既に部分合格された

方は、その科目を再度受験する必要はありません。 

注2 受験票に記載された「受験番号」は、二次試験の受験と合格発表時に適用され、CBT試験

受験時には必要ありません。 

 

２．受験資格 

ＲＬＡ資格認定試験は、学歴等に応じて指定された年数以上のランドスケープアーキテクチュ

アに関する業務経験が必要です。また、この業務経験年数には、１年以上の主体的立場での業

務経験を含んでいる必要があります（(1)の表参照）。 

 
（１）最終学歴と必要な業務経験年数 

学  歴 
ランドスケープアーキテクチュアに関する 

業務経験年数 
ＲＬＡ補有資格者 指定学科卒業者 指定学科以外卒業者 

大学卒業者 
資格登録後２年以上 卒業後３年以上 卒業後５年以上 

１年以上の主体的立場での実務経験を含むこと 

短期大学卒業者 
資格登録後３年以上 卒業後５年以上 卒業後７年以上 

１年以上の主体的立場での実務経験を含むこと 

高校卒業者 
資格登録後５年以上 卒業後７年以上 卒業後９年以上 

１年以上の主体的立場での実務経験を含むこと 

上記以外の者 
資格登録後７年以上  卒業後 12 年以上 

１年以上の主体的立場での実務経験を含むこと 

注１ 業務経験年数は、2024 年３月 31 日現在で入力してください。 

注２ 指定学科については、４ページの「指定学科について」を参照ください。 

注３ ５年制の高等専門学校卒業者、ならびに２年制の専修学校卒業者は短大卒業と同

等と認めますが、１年制の専修学校卒業者は高等学校卒業扱いとなります。 
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注４ ランドスケープ系大学院の課程を修了した場合は、正規課程の年数を業務経験年数

として計上することができます（4 ページの「指定学科について」を参照ください）。 

注５ 大学・短大または高等学校等の夜間部卒業を最終学歴とする場合は、在学中の業

務経歴については業務経験年数として認められません。 

 
（２） ランドスケープアーキテクチュアに関する業務経験とは 

ランドスケープアーキテクチュアに関する計画・調査・立案・助言及び設計・監理・施工の業務

に従事又はこれを管理した業務経験を、ランドスケープアーキテクチュアに関する業務経験年

数と認めます。 

また、この業務経験のうち、主体的立場で携わったランドスケープアーキテクチュアに関する業

務を１年以上含んでいる必要があります。主体的立場での業務経験とは、該当業務において専

門的な役割を担った業務経験であり、業務の中で主体的な検討、判断、決定を下した業務経験

のことです。 

この業務経験については、後述する「業務実績証明書の証明印について」に示すいずれかの

方法で、証明者による証明を受ける必要があります。 

 

（３） 一次試験の免除について 

以下に示す技術士部門の専門資格を所有する方は、「技術士登録等証明書」を提出すること

により、本資格認定試験の一次試験が免除されます。 

 

資格名称 部門･専門等 
本試験において 

免除される科目 

技術士 

建設部門 
都市及び地方計画 一次試験(その１)(その２) 

建設環境 一次試験(その１)(その２) 

農業部門 
農村環境又は 

農業農村工学 
一次試験(その１)(その２) 

森林部門 森林環境 一次試験(その１)(その２) 

水産部門 
水産水質環境又は 

水産資源及び水域環境 
一次試験(その１)(その２) 

環境部門 

環境保全計画 一次試験(その１)(その２) 

自然環境保全 一次試験(その１)(その２) 

環境影響評価 一次試験(その１)(その２) 

 

（４） 指定学科について 

受験資格に関する指定学科に該当する条件は以下の通りです。なお、下記の大学等の名

称は現在のものですので、学部・学科名の変更、改組等による変更がある場合があります。旧

名称時に修了・卒業された方は受験申込書学歴欄に新・旧名称を記載してください。 
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指定学科：以下の各号の一に該当する者は、「指定学科」卒業者と認めます。 

① 国が実施する「１級造園施工管理技術検定試験」における指定学科を卒業した者 

② 国外の大学において、当該大学の「ランドスケープ系学科」を卒業した者 

③ 上記以外の大学において、下表に示す３分野に対応した科目を、計 40 単位以上履

修して卒業した者 

（受験申込時に「履修証明書」を提出してください。その内容について事務局で確

認いたします。） 

④ 上記の大学に併設された大学院の「ランドスケープ系研究室」に所属し、課程を修

了した者 

 

３．受験申込の申請及び受付等 

（１）受験申込の申請 

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会（略称ＣＬＡ）のホームページにある、ＲＬＡ

資格認定試験受験申込画面 （ https://www.cla.or.jp/rla/ ） により、受験申込書等の作成と

申請を行ってください。 

 

（２） 受験申込期間 ２０２４年６月１日（土）～７月１５日（月） 

上記の期間のみ、ホームページ上に申込フォームが掲載されます。 

注１ この申込フォーム以外から送信したデータは受け付けませんのでご注意ください。 

注2 申込フォームより入力いただいた受験申込み内容や書類等に不備があった場合は、 

事務局より受験申込者に直接「受験申込修正のお知らせ」メールを差し上げます。 

ご案内した内容に沿って必要な修正を行ってください。 

なお、修正が必要な方は、再度ログインすることが可能な状態となっています。 

注３ 受験申込が完了された方には、CLA より「受験申込完了」メールが届きます。 

 

 

 

 

 

教育科目の内容 適合する具体的科目の例 

計画原論 

計画・設計基礎 

伝統的造園手法 

造園原論、ランドスケープ

原論、ランドスケープの計

画・設計論に関する科目 

ランドスケープデザイン論、環境緑地学、都

市公園・都市緑地学、都市計画論、景観論、

環境デザイン論、造園学・庭園学、等 

自然の体系 
自然環境の保全・再生・管

理に関する科目 

自然環境調査、生物・生態学、環境アセスメ

ント論、ビオトープ論、自然公園学、等 

計画・設計実技 
ランドスケープの計画・設

計に関する演習や実習 

公園緑地計画・設計演習、景観まちづくり演

習、自然環境保全計画演習、地域資源調

査、景観資源調査、等 
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（３） CBT 試験予約期間 ２０２４年８月５日（月）～８月１８日（日） 

前記(２)における受験申込を完了した一次試験受験者には、８月５日（月）までにCBT試験管

理会社より「予約案内」メールが配信されます。CBT試験の予約方法等については、そのメール

内容に従って、お申し込みください。 

なお、一次試験の試験時間は一科目80分ですので、受験申し込みの際には90分単位でお申

し込みください。 

注１ ８月５日（月）までにCBT試験管理会社のホームページが公開されます。 

注 2 ８月５日（月）になっても CBT 試験管理会社よりメールが届かない場合は、登録されているメ

ールアドレスの再確認、迷惑メールフォルダに送付されていないか、などを確認のうえ必ず事

務局へお問い合わせください。メールの受信を確認できるように、注意してください。ドメイン

の拒否を設定している方は、解除が必要です。（ドメイン「＠ｃｂｔ-ｓ.com」） 

注3  ＣＢＴ試験の詳細につきましては、CBT試験管理会社のホームページの記載内容をご確認

のうえ、お問合せください。 

 

 （4） 受験手数料 \18,７00 円（税込み） 

指定の郵便振替払込用紙で７月１５日（月）までに、必ず受験申込者名で振込んでください。

なお、払込手数料は申込者がご負担ください。また、「郵便振替払込請求書兼受領証」は、領

収証に替わるものですので大切に保管してください。 

納付された受験手数料は原則として返還いたしません。 
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（５）受験申込時に必要となる書類 

提出書類 提出の際特に注意すべきこと 

① 顔写真 
申請前６ヶ月以内に撮影した証明用の顔写真データ。 

（不鮮明なもの、スナップ写真等は不可） 

② 受験申込書 

申込フォームにて必要事項を入力後、「受験申込書」を

プリントして、記載事項を確認のうえ、署名欄に必ず本人

が自署してください。 

③ 業務実績証明書[書式１] 

申込フォームにて必要事項を入力後、「業務実績証明

書[書式１]」をプリントして、記載事項を確認のうえ、署名

欄に必ず本人が自署してください。 

なお、過去に受験実績があり、同書類を提出された方

は、提出の必要はありません。 

ただし、大きな変更がある場合は、申込フォームにて修

正した後にプリントして、記載事項を確認のうえ、署名欄に

必ず本人が自署してください。 

④ 業務実績証明書[書式２] 

申込フォームにて必要事項を入力後、「業務実績証明

書[書式２]」をプリントして、記載事項を確認のうえ、後述

する「７．業務実績証明書の証明印について」に示すいず

れかの方法で証明者による証明を受けてください。 

なお、過去に受験実績があり、同書類を提出された方

は、提出の必要はありません。 

ただし、大きな変更がある場合は、申込フォームにて修

正した後にプリントして、記載事項を確認のうえ、証明者に

よる証明を受けてください。 

⑤ 卒業または修了証明書 

（写しも可） 

最終学歴の卒業または修了証明書。（写しも可） 

なお、卒業または修了証書の原本やその写しは不可。 

なお、過去に受験実績があり、同書類を提出された方

は、提出の必要はありません。 

ただし、氏名の変更があった場合は、戸籍抄本を添え

て提出してください。 

⑥ 技術士登録等証明書 

（写しも可） 

※一次試験の免除を希望す

る場合のみ 

「技術士登録証」ではなく、日本技術士会が発行する

「技術士登録等証明書」で、技術部門＋専門科目の名称

が明記されているものに限ります。 

なお、過去に受験実績があり、同書類を提出された方

は、提出の必要はありません。 

⑦ 卒業大学における「履修

単位証明書」 

※指定学科卒としての証明を

必要とする場合のみ 

大学において指定された専門科目を必要単位数、履

修したことにより「指定学科卒」の扱いを受ける場合のみ、

必要となります。 

なお、過去に受験実績があり、同書類を提出された方

は、提出の必要はありません。 

※過年度に受験申込をされた方は、①と②の書類の提出と受験料の納入だけで、受験でき

ます。 
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４．受験票の送付 

（１）受験票の送付 

受験票は２０２４年８月１６日（金）に事務局から発送いたします。このため、８月２３日（金）を

過ぎても受験票の届かない方は、９月１３日（金）までに、必ず事務局へお問い合わせくださ

い。 

 

（２）受験票の確認 

受験票を受け取ったら、試験日時、試験会場、受験番号及び受験する科目を必ず確認のう

え、紛失しないよう大切に保管してください。 

受験票の未着及び記載内容の誤記、受験票を紛失された方は、９月１３日（金）までに、必ず

事務局へご連絡ください。 

 

５．二次試験 試験日時、試験地等 

（１）試験の日時 ２０２４年９月２２日(日)  

① 入室時間 

午前：二次試験（その１） 10 時 00 分までに 

午前：二次試験（その 2） 13 時 20 分までに 

会場内の指定された席に着いてください。 

② 問題配布と注意事項の説明時間 

午前：二次試験（その１） 10 時 00 分～10 時 10 分に 

午前：二次試験（その 2） 13 時 20 分～13 時 30 分に 

試験問題を配布し、注意事項の説明を行います。 

③ 試験の実施時間 

午前：二次試験（その１） 10 時 10 分～12 時 20 分 

午前：二次試験（その 2） 13 時 30 分～16 時 45 分 

（12 時 20 分～13 時 20 分は昼食休憩時間になります） 

 

（２）試験地 

札幌・東京・大阪・福岡の４ヶ所です。各試験地の会場は、受験票に記載して、ご案内いたし

ます。ただし、札幌会場と福岡会場は、受験希望者数により設置されない場合がございますの

で、ご了承ください。 
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６．二次試験 受験に際しての注意 

受験に必要なものをよく確かめて、遅刻しないように早めに試験会場へお出かけください。 

 

（１）受験に必要なもの 

① 受験票 

② 筆記用具 

筆記具：黒色の鉛筆・シャープペンシル・ペン 
定規類：三角定規、三角スケール、テンプレート、字消板 

（移動式ドラフターは持込み不可） 
その他：そろばん、計算尺、簡易な電卓（辞書機能等を備えた電卓等は持込み不可） 

注1下書き用紙に色鉛筆や蛍光ペンを使用することは可能です 
注2トレーシングペーパー、メモ用紙等の持込みは不可 
注3 試験中の修正テープや修正液の使用は不可 

注4 試験中の鉛筆削りの使用は不可 

③ 飲み物 ：蓋のできるペットボトル（ラベルなど剥し済み）のみ、試験中も机の上に

出すことを認めます 
 

（２）試験場における注意 

① 試験当日は早めに来場し、受験票の受験番号によって指定された試験室に入室し、試験

開始時間 10 分前までにその番号の席につき、受験票を机の上に置いてください。 

② 受験票を忘れた方は、試験会場の試験会場本部にて受験票の再発行を受けてください。

（受験票がないと受験できません）。 

③ 喫煙は、指定の場所以外では厳禁です。 

④ 試験室内での言動は係員の指示に従ってください。 

⑤ 試験開始後 1 時間以内及び試験終了時刻 10 分前以降は退室できません。 

⑥ 受験票及び座席票への試験問題・解答の書き写しは禁止します。 

⑦ 不正行為があった者及び係員の指示に従わない者には退場を命じます。 

⑧ 自動車･バイクでの来場はお断りします。 

⑨ 試験室内では携帯電話の電源を切り、カバン等にしまってください。また、時計代わりの使

用も禁止します。 

⑩ 試験中、机の上に置いてもよいものは、受験票のほかは筆記用具、飲み物、時計だけで

す。その他のものは机の上に置かないでください。 
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【参考】 持込可能なテンプレートの例 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．合格発表 ２０２４年１１月１５日(金) 

（１）２０２4 年１１月１5 日（金）付けで、各受験者には事務局より文書にて通知します。 

 

（２）２０２４年１１月１5 日（金）から、合格者の受験番号をＣＬＡのホームページ 

（ https://www.cla.or.jp/rla/ ）に掲載します。 

※ 電話による合否の問合せならびに、個人の採点結果、合否判定に関する問合せには応じか

ねますのでご了承ください。 
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８．受験申込用 WEB フォームの入力方法 

（１）アカウント登録 

2015年以降に受験実績がある方はアカウント登録せず、（２）申込フォームへの入力 に進ん

でください。 
新規受験希望者は、アカウント登録申請をクリックしてください。 

 
① ログイン 

 

② アカウント登録申請 

 

 

このページは閉じていただいて結構です 

 

アカウント登録申請をクリック

します。 

メールアドレスを入力しま

す。 

表示されているひらがなを

入力します。 

送信ボタンをクリックしま

す。 

２０２３年受験申込 2024 年受験申込 
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当システムから、入力されたメールアドレスにアカウント登録を行うためのメールが届きます。

そこに示されたＵＲＬにアクセスして頂き、次のアカウント登録に進みます。 

 

 

③ アカウントの登録 

 
 

リンクをクリックします。 

パスワードを入力してください。 
英数字６文字以上 

受験者の情報を入力してくだ

さい。 

利用規約を読み、同意できる場

合は同意するにチェックを入れ

てください。 

登録ボタンをクリックします。 
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（２）申込フォームへの入力 

① ログイン 

アカウント登録したメールアドレスとパスワードを入力して、ログインします。 

2015 年度以降に受験されたことのある方は、過去のインターネット申し込み時に登録したメ

ールアドレス、パスワードを入力してください。 

（過年度に受験された同じメールアドレスでないと、合格記録が反映されません。） 

また、ここで登録したパスワードは「資格登録」の際に必要になりますので、忘れないように 

してください。 

 

 

  ② メニュー画面 

「ＲＬＡ受験申込」を選択して、ＲＬＡ受験申込メニュー画面へと移行します。「受験申込書入

力」「業務実績証明書[書式１]入力」「業務実績証明書[書式２]入力」「受験料の支払い」につい

て、それぞれ選択して移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メールアドレスとパスワー

ドを入力してください。 

パスワードを忘れた方は再

発行できます。 

ログインをクリックしま

す。 

3 回連続間違えると 10 分間

ログインできなくなります。 
２０２３年受験申込 2024 年受験申込 
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① 受験申込書 

過去に受験実績がある方は、その時に入力されたデータが表示されます。変更がある場

合は、当該項目を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次試験の受験希望地は CBT のみで

すので一次試験を受験される方は CBT

を選択してください。 

二次試験の受験希望地は都市名です。

詳細な試験実施場所については、８月

16 日頃に送付する「受験票」に記載して

います。 

郵便番号はハイフン無し。 

マンション・アパート名、部屋番号 
まで詳しく正確に入力してください。 

勤務先は、現在勤務している会社名、

本・支社名、部課名まで詳細に入力し

てください。 

ＲＬＡ資格認定試験は、４つの試験科目ごとに合格を積み重ねることが可能で、４科目全

てに合格した時点で、ＲＬＡ資格に登録することができます。このため、受験科目は、過

去の受験実績により合格されている科目は「既合格」と表示されます。 

また、技術士資格を所持されており、一次試験の受験免除を希望される方は「免除」を選

択してください。なお、新規に受験される方は４科目すべてを「受験」してください。 
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入力された内容について受験申込書画面で確認し、ダウンロードしてプリントし、署名欄に

必ず本人が自署してください。 

 

④ 業務実績証明書[書式１] 

 

 

 

 

受験資格に関係する最終学歴は大学

までの最終学歴を入力してください。 

業務経歴に計上できる学歴、ならびに

資格情報は、該当する方のみ、入力し

てください。 

所有資格については、資格名称および

登録部門を明記してください。 

学歴の「学校・学部名（現在）」は、入力されなくても大丈夫です。 

最終学歴に応じて必要とされる業務経

験年数は、２ページに示した受験資格を

参照して、該当する年数を選択してくだ

さい。 

業務経験に計上できる年数は、ランド

スケープ系大学院の課程を修了した

場合のみ下記の年数を計上できます。 追加ボタンをクリックし、職歴

を追加します。 
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入力した内容について業務実績証明書[書式１]画面で確認し、ダウンロードしてプリントし、

署名欄に必ず本人が自署してください。 

職歴欄は、ランドスケープアーキテクチュアに関する業務経験を入力し

てください。また、職名、地位等についても入力してください。なお、現職

については、期間の後半を｢２０２４年３月｣と入力してください。 

リストに追加されます。 
リストは時系列（古い順）に自

動的に並び替えされます。 

さらに職歴を追加するときは追

加ボタンをクリックします。 

入力内容の編集や削除がで

きます。 

非常勤講師等も入力してく

ださい。 
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⑤ 業務実績証明書[書式２] 

 

 

 

 

 

 

 

入力された内容について業務実績証明書[書式２]画面で確認し、ダウンロードしてプリントし、

証明者による証明を受けてください。 

業務上の立場は、立場コードと同様でも

構いません。 

。 
業務期間は、実質的に関わった期間と

し、契約上の期間ではなくても構いませ

ん。 

勤務先名および役職名は、当該業務に

関わった時に所属していた勤務先と、そ

の時点での役職名を記入してください。 

職務内容については、申込者が業務に

おいて果たした役割を中心に、200 字以

内で具体的かつ簡潔に記入してくださ

い。 

主体的立場での実務経験が合計 1 年

以上あれば、それ以上の追加は不要で

す。最大４件まで入力できます。 
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（３）業務実績証明書の証明印について 

業務実績証明書[書式２]に記載された「主体的立場での実務経験」については、下記のい

ずれかの方法で証明を受ける必要があります。この証明者及び証明印は、「主体的立場での

業務経験」を証明する重要な事項ですので、下記参照のうえ、不備がないように十分ご注意く

ださい。 

 

① 民間企業に勤務の方（株式・有限会社等） 

・原則として、証明者は会社の代表取締役で、印は同証明者の役職印と会社印の二つが必

要です。 

・また、代表権を有する者から正式な手続きに基づいて、証明権を委嘱されている方（支社

長・店長・所長等）の証明も有効です。その場合も、印は同証明者の役職印と会社印の二

つが必要です。 

・上記以外の証明者の場合は、人事権を持つ直属の管理者に限り、その方の私印とします。 

② 民間で法人化（株式・有限等）されていないところ（個人経営等）に勤務の方 

・この場合も原則は①と同様です。 

・なお、役職印がない場合は、経営者の私印とします。 

③ 官公庁等公共機関に勤務の方 

・首長または所属長など人事経歴を証明できる権限を持つ方の役職印を押印してください。 

ただし、私印も可能とします。 

④ 法人の代表者もしくは、個人経営者の方 

・受験申込者自身が法人の代表者である場合は、法人代表者の資格において、自身の業

務実績証明書の証明を①に準じて行ってください。 

・個人経営者の場合は、自身の責任において、業務実績証明書の証明を②に準じて行って

ください 

⑤ 出向者である場合 

・出向者の場合は、現所属先ではなく出向元より①、②、③に準じて証明を受けてください。 

⑥ その他注意事項について 

・転退職等で会社を変わった場合は、当該業務に関わった勤務先から、当該業務の証明印

を受けてください。 

・ただし、業務実績証明を受ける会社等が現存しない場合は、現所属先より①、②、③に準

じて証明を受けてください。 
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（４）受験申込画面の入力 

① 受験料の支払い 

受験料の支払いは、郵便局に備えてある「郵便振替払込用紙」に、記入例を参照して必要

事項を記入の上、７月１５日（月）までに必ず受験申込者名で振込んでください。 

 （その他銀行から振込の場合は通信欄に RLA 資格試験受験手数料と記入してください。） 

 

② 受験申込（各ファイルのアップロード） 

「顔写真」、署名欄に自署した「受験申込書」と「業務実績証明書[書式１]」、証明者による証

明を受けた「業務実績証明書[書式２]」、「卒業または修了証明書」、一次試験免除を希望する

方は「技術士登録等証明書」を電子ファイルに変換して登録してください。 

なお、過去に受験実績がある方は、「顔写真」と「受験申込書」以外は、提出の必要はありま

せん。ただし、内容に大きな変更がある場合は、申込フォームにて修正した後にプリントして、

それぞれに必要な手続きを経て、再提出してください。 

郵便振替が完了したらチェッ

クを入れてください。 

18,700 円 
 

18,700 円 

18,700 円（税込み） 
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③ 申込の完了 

 
 
 

 

 

「顔写真」は、JPGまたはPNGファイルで

登録できます。 

各書類は、PDF、JPG または PNG ファイ

ルで登録してください。 

1 ファイルは最大 4MB までです。 

「受験を申込む」をクリックして、申込完

了です。 
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コード表一覧 （参考） 

受験申込書・業務実績証明書を作成の際、使用するコード表です。入力時にはプルダウン式に

選択肢が表示され同一画面上で該当するコードを選択することができます。 

※下書き時の参考としていただくため掲載しておりますので、ご参照ください 

 (1) 勤務先コード 

01 各省庁（出先機関、研究所を含む） 

02 公社公団等（独立行政法人及び事業団、第３セクターを含む） 

03 都道府県（出先機関、研究所を含む） 

04 政令指定都市（出先機関、研究所を含む） 

05 市区町村（出先機関、研究所を含む） 

06 大学（国・公・私立大学及びその研究所を含む） 

07 公益法人 

08 建設会社等民間（建設関連業を除く） 

09 建設関連業（建設コンサルタント等） 

10 個人経営 

11 その他 

12 無職 

(2) 学歴コード 

指定学科 指定学科以外 

A-1 大学院後期修了 － － 

B-1 大学院前期修了 － － 

C-1 大学卒 C-2 大学卒 

D-1 短大または高専卒 D-2 短大または高専卒 

E-1 高等学校卒 E-2 高等学校卒 

F 上記以外 F 上記以外 

(3) 業務上の立場コード 

01 管理技術者 

02 照査技術者 

03 上記以外で業務を管理した技術者 

04 上記以外で業務に主体的に携わった技術者 

05 上記技術者の下で補佐的に業務に携わった技術者 

※ 業務の管理技術者とは、公共土木設計業務等標準委託約款第９条の管理技術者を指します 

※ 業務の照査技術者とは、公共土木設計業務等標準委託約款第10条の照査技術者を指します 
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(4) 発注者コード 

01 各省庁（出先機関、研究所を含む） 

02 公社公団等（独立行政法人及び事業団、第３セクターを含む） 

03 都道府県（出先機関、研究所を含む） 

04 政令指定都市（出先機関、研究所を含む） 

05 市区町村（出先機関、研究所を含む） 

06 大学（国・公・私立大学及びその研究所を含む） 

07 公益法人 

08 民間（ディベロッパー） 

09 民間（建設業） 

10 民間（建設関連業） 

11 民間（その他） 

12 その他 
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９．住所変更等の手続き方法 

受験申込書類の提出後に住所、氏名、本籍等に変更があった場合には、「変更届」（24 ペー

ジのコピーもしくはプリントアウトしたもの）に必要事項を記入のうえ、事務局あてに送付してくだ

さい。 

(1) 住所（受験票等の送付先）に変更があった方 

受験希望地、受験番号（受験票を受け取った方）、氏名（フリガナ）、郵便番号、新住所（フリ

ガナ）を明記してください。 

 

(2) 氏名に変更があった方 

戸籍抄本を添付し、受験希望地、受験番号（受験票を受け取った方）、氏名（フリガナ）、変

更事項を明記してください。 

※変更届を提出されないと、受験票等が届かない場合がありますので必ず提出してください。 
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申込時の受験希望地                   受験番号 

※受験番号がわかっているときは記入してください 

申込時の氏名                      

 

 

 

 

変更内容 （該当項目のみ記入してください） 

① 新住所 

フリガナ  

住  所 

〒 

 連絡先：TEL（     ）     －     または携帯電話（    ）     －      

 

② 氏名変更（戸籍抄本を添付してください） 

 旧氏名                              新氏名 

 

                                

 

 

 

 

 

フリガナ   

氏  名 
（氏） （名） 

フリガナ   

氏  名 
（氏） （名） 

フリガナ   

氏  名 
（氏） （名） 

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認定試験 

住所・氏名変更届 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格認定試験に関する問合せ先 

２０２４年４月 

 

 

登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度運営事務局 

 

103-0004 東京都中央区東日本橋３－３－７ 近江会館ビル８階  

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会内 

TEL 03-3662-8266  e-mail info@cla.or.jp 

URL https://www.cla.or.jp/rla/ 

 

業務時間 10：00～12：00、13：00～１7：00  

（土日、祝祭日は休日となります） 

※問合せは、業務時間内にお願いします 


